
ま
た
、
三
年
生
も
社
会
科
校

理
解
を
深
め
る

「
自
分
の
考

と
も
に
あ
り
が
た
い
制
度
で

」

外
学
習
で
、
敷
島
金
属
と
い
う

え
を
伝
え
た
り
、
相
手
の
考
え

す
が
、
県
の
規
定
は
三
年
生
以

企
業
を
見
学
し
て
い
ま
す
。

を
尋
ね
た
り
し
な
が
ら
、
学
び

上
に
は
適
用
さ
れ
な
い
た
め
、

こ
の
会
社
で
は
シ
リ
ン
ダ
ー
錠

合
う
」
授
業
の
進
め
方
に
つ
い

平
成
二
一
年
度
の
敷
島
南
小
新

を
数
種
類
製
造
し
て
お
り
、
い

て
沢
山
の
収
穫
を
得
る
こ
と
が

三
年
生
は
二
学
級
に
編
成
し
直

「
南
小
ま
つ
り
」

く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
部
品
を

で
き
ま
し
た
。

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
甲
斐
市

学
年
毎
に
発
表
し
ま
す
。

組
み
合
わ
せ
て
製
品
の
種
類
を

御
協
力
い
た
だ
い
た
四
学
年

の
規
定
は
一
〜
三
年
生
で
該
当

例
年
実
施
し
て
い
る
「
南
小

増
や
し
、
需
要
に
応
え
る
工
夫

保
護
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
い

す
る
場
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
つ
り
」
を
今
年
度
は
、
一
一

を
し
て
い
ま
し
た
。
地
元
の
会

た
し
ま
す
。

教
育
で
は
、
少
子
高
齢
化
と

月
二
二
日
（
土
）
午
前
八
時
五

社
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
子
ど

と
も
に
困
難
な
課
題
の
解
決
に

。

五
分
か
ら
一
一
時
三
五
分
ま
で

も
た
ち
は
説
明
に
し
っ
か
り
耳

向
け
た
取
り
組
み
が
続
き
ま
す

個
に
応
じ
た
授
業
か
ら

「
か
が
や
き
三
〇
プ
ラ
ン
」

各
学
級
の
教
室
等
を
会
場
に
行

を
傾
け

メ
モ
し
て
い
ま
し
た

秋
の
校
外
学
習
か
ら

、

。

い
ま
す
。
開
会
式
や
閉
会
式
は

校
内
放
送
を
利
用
し
ま
す
。
参

学
校
で
は
、
体
験
活
動
に
重

山
梨
県
教
育
委
員
会
で
は
、

算
数
科
研
究
授
業

観
さ
れ
る
皆
様
は
受
付
を
す
ま

き
を
お
い
た
授
業
に
取
り
組
ん

児
童
個
々
の
学
び
に
応
じ
た
学

飯
嶋
教
諭(

竜
王
北
小
）

せ
た
後
、
直
接
各
会
場
に
お
進

で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
六
年

習
を
進
め
る
た
め
に
様
々
な
取

み
く
だ
さ
い
。
各
学
年
の
発
表

生
は
国
会
議
事
堂
を
社
会
科
見

一
一
月
一
二
日
（
水
）
の
特

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

学
に
組
み
込
み
修
学
旅
行
と
は

設
時
間
帯
に
、
四
年
一
組
の
教

の
中
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の

別
に
東
京
に
出
か
け
て
い
ま
す

室
で
中
巨
摩
の
小
学
校
算
数
科

は
、
三
〇
人
学
級
の
存
在
だ
ろ

一
年:

木
の
実
ワ
ー
ル
ド

。

五
年
生
で
は

稲
作
体
験
を
し

研
究
会
に
参
加
す
る
二
〇
人
程

う
と
思
い
ま
す
。

（
ゲ
ー
ム
や
お
店
開
店
）

、

、

四
年
生
は
敷
島
地
区
の
水
路
調

の
先
生
方
と
四
年
一
組
児
童
の

国
の
規
準
で
は
四
〇
人
を
超

二
年:

子
ど
も
郵
便
局

べ
の
学
習
も
兼
ね
て
校
外
学
習

協
力
で
分
数
分
野
の
研
究
授
業

え
た
時
に
初
め
て
二
学
級
に
な

（
郵
便
を
集
配
）

危
険
と
遊
び

三
年:

ス
ト
ッ
プ

地
球
温
暖
化

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

を
行
い
ま
し
た
。
授
業
計
画
案

る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在

を
研
究
会
員
が
組
み
立
て
、
児

の
敷
島
南
小
学
校
四
学
年
は
四

〜
〜
〜
〜
〜
〜

（
学
習
の
成
果
を
発
表
）

童
に
は
初
対
面
の
竜
王
北
小
学

〇
人
規
模
の
学
級
二
ク
ラ
ス
で

人
は
経
験
し
な
が
ら
大
人
に

四
年:

広
げ
よ
う
助
け
合
う
心

校
に
勤
務
す
る
飯
嶋
教
諭
が
授

学
習
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

な
る
と
思
い
ま
す
。
あ
る
時
期

（

）

福
祉
へ
の
取
り
組
み
発
表

業
者
と
な
り
研
究
し
ま
し
た
。

一
・
二
年
生
は
県
の
三
〇
人
学

に
そ
の
こ
と
を
経
験
し
な
け
れ

五
年:

知
ろ
う

考
え
よ
う

穏
や
か
に
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る

級
へ
の
政
策
「
か
が
や
き
三
〇

ば
、
後
の
人
格
が
育
た
な
い
と

な
る
ほ
ど

私
た
ち
の
日
本

口
調
で
授
業
は
進
み
、
ピ
ザ
パ

プ
ラ
ン
」
に
該
当
す
る
児
童
数

も
聞
き
ま
す
。
学
校
で
は
、
で

（

）

日
本
の
学
習
成
果
を
発
表

イ
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
紙
を
二

が
在
籍
す
る
た
め
三
学
級
編
成

き
る
だ
け
様
々
な
経
験
を
さ
せ

六
年:

み
ん
な
で
創
ろ
う
平
和
な

分
の
一
や
四
分
の
一
、
そ
し
て

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

地
球

敷
島
ピ
ー
ス
タ
ウ
ン

「

」

八
分
の
一
に
す
る
方
法
を
児
童

一
方
、
甲
斐
市
で
は
、
一
年

し
、
ケ
ガ
を
恐
れ
て
危
機
的
状

（
平
和
や
環
境
を
考
え
る
）

た
ち
の
間
で
話
し
合
い
な
が
ら

生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
学
級
で

況
に
遅
れ
を
と
る
児
童
に
さ
せ

次
第

八
時
五
五
分

開
会
式

面
積
も
分
数
と
し
て
扱
う
こ
と

規
定
の
人
数
（
一
学
級
の
人
数

た
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
で

九
時
一
〇
分

前
半
開
始

が
で
き
る
こ
と
を
学
習
し
ま
し

が
三
六
人
）
を
超
え
た
場
合
、

し
か
も
必
要
な
体
験
を
数
多
く

移
動

た
。
研
究
で
目
指
し
た
「
広
さ

市
単
独
で
採
用
す
る
先
生
を
そ

さ
せ
た
い
の
で
す
が
、
難
し
い

一
〇
時
一
五
分

後
半
開
始

を
等
分
す
る
こ
と
で
、
分
数
の

の
学
校
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

課
題
で
す
・
・
・
。

一
一
時
五
〇
分

集
団
下
校

(

文
責:

飯
室)

敷
島
南

小
学
校

し
き
な
ん

秋に行った授業参観

で５年２組は保護者

の方とミシン実習↓

１１月７日(金)三年生の社会科見学から↑

ある日の集団

下校から←↓

平成２０年１１月２１日（金）敷島南小学校だより


